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今
月
の
主
な
内
容

佐久定住自立圏協定締結

町県民税、所得税の申告相談日程について

細谷朝日ケ丘団地 まもなく販売開始

平成24年度町臨時職員登録者募集

保健ニュース「子宮頸がんを予防しましょう」

図書室だより「土屋隆夫先生を偲ぶ」

福寿草
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1月11日（水）消防出初式
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佐久地域定住自立圏が形成されました

１
月
12
日
に

協
定
合
同
調
印
式

佐
久
市
を
中
心
に
南
北
佐
久
及
び
小
諸

市
、
東
御
市
の
範
囲
を
一
つ
の
生
活
エ
リ
ア

と
捕
ら
え
、
各
市
町
村
の
特
徴
を
十
分
考
慮

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
持
っ
て
い
る
力

を
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、

エ
リ
ア
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
佐
久
地
域
定
住
自
立
圏
を
形
成
し
ま
し

た
。当

町
、
佐
久
市
、
小
諸
市
、
東
御
市
、
小

海
町
、
佐
久
穂
町
、
川
上
村
、
、
南
牧
村
、

南
相
木
村
、
北
相
木
村
、
軽
井
沢
町
、
御
代

田
町
の
12
市
町
村
に
よ
り
、
佐
久
市
を
中
心

と
す
る
定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
こ
と
で
合

意
が
な
さ
れ
、
１
月
12
日
に
佐
久
広
域
連
合

事
務
所
の
講
堂
に
お
い
て
佐
久
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
合
同
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
町
は
、
東
御
市
と
同
様
に
上
田
市
を
中

心
と
す
る
上
田
地
域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

に
も
参
加
し
て
お
り
、
取
り
組
み
は
両
地
域

共
に
平
成
24
年
度
か
ら
の
予
定
で
す
。

佐
久
地
域
で
は
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
や

産
業
振
興
な
ど
、
協
定
で
締
結
し
た
11
分
野

18
項
目
に
わ
た
っ
て
佐
久
市
や
関
係
市
町
村

と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
地
域
全
体
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

中
心
市
　
佐
久
市

周
辺
市
町
村

小
諸
市
、
東
御
市
、
小
海
町
、

佐
久
穂
町
、
川
上
村
、
南
牧
村
、

南
相
木
村
、北
相
木
村
、軽
井
沢
町
、

御
代
田
町
、
立
科
町

○
生
活
機
能
の
強
化
（
６
分
野
13
項
目
）

保
健
・
医
療
（
３
項
目
）
、
福
祉
（
２

項
目
）
学
校
教
育
（
１
項
目
）
、
産
業

振
興
（
５
項
目
）
、
環
境
（
１
項
目
）、

防
災
（
１
項
目
）

○
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
（
４

分
野
４
項
目
）

地
域
公
共
交
通
（
１
項
目
）
、
情
報

（
１
項
目
）
、
定
住
促
進
・
交
流
推
進

（
１
項
目
）
社
会
教
育
（
１
項
目
）

○
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
（
１
分

野
１
項
目
）

人
材
育
成
（
１
項
目
）

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
相
互
の

役
割
を
定
め
、
連
携
を
図
り
、
共
同
し
、
補

完
し
合
う
こ
と
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

佐
久
市
が
策
定
す
る
「
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
地
域
の
将
来
像
や
具
体
的

な
取
り
組
み
を
定
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
事

業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

佐
久
地
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
概
要

中
心
市
　
上
田
市

周
辺
市
町
村

東
御
市
、
青
木
村
、
長
和
町
、

坂
城
町
、
立
科
町

協
定
し
た
取
り
組
み

○
生
活
機
能
の
強
化
（
２
分
野
２
項
目
）

環
境（
１
項
目
）、産
業
振
興
（
１
項
目
）

○
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
（
１

分
野
１
項
目
）

地
域
交
通
（
１
項
目
）

○
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
（
１
分

野
１
項
目
）

人
材
育
成
（
１
項
目
）

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
概
要

急
速
な
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
社
会

が
進
展
す
る
な
か
、
市
町
村
に
は
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
自
主
的
・
自
立
的
な
地
域
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
構
想
は
、
中
心
市
と
周
辺
市

町
村
の
相
互
の
連
携
・
役
割
分
担
に
よ
り
、

地
方
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確
保
し
、
将
来

に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。広

域
連
合
と
の
違
い
は
、
中
心
市
と
周
辺

市
町
村
が
１
対
１
で
の
協
定
締
結
と
な
る
た

め
、
構
成
団
体
全
員
の
協
議
及
び
合
意
が
不

要
で
あ
る
た
め
、
機
能
的
な
意
思
決
定
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

定
住
自
立
圏
と
は
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平成24年度町県民税
平成23年所　得　税 申告相談の日程について
役場での相談を受けられる方は、下記の日

程でご来庁いただき、対象日に都合がつかな
いときは、なるべく早期にお越しください。
また、本年も 2月 26日と 3月 11日の２回、
日曜の相談日を設けましたが、混雑する可能

性もありますので、希望する時間に相談がで
きなかったり、待ち時間が長くなる場合もご
ざいますがご承知おきください。平日の来庁
が可能な方は、できるだけ平日にお越しくだ
さい。

月日 対象地区 月日 対象地区
２月16日 ㈭ 上房、山部、滝神 3月 2日 ㈮ 野方
17 日 ㈮ 真蒲、平林 5日 ㈪ 町
20 日 ㈪ 茂田井、田町、東町 6日 ㈫ 和子、赤沢、中原
21日 ㈫ 茂田井、仲町 7日 ㈬ 塩沢
22日 ㈬ 茂田井、西町 8日 ㈭ 西塩沢
23日 ㈭ 大深山、立石、石川 9日 ㈮ 藤沢、蟹原
24日 ㈮ 蟹窪、日中 11日 ㈰ 平日の来庁が困難な方（全地区）
26日 ㈰ 平日の来庁が困難な方（全地区） 12日 ㈪ 細谷
27日 ㈪ 牛鹿、柳沢、五輪久保、虎御前 13日 ㈫ 桐原
28日 ㈫ 外倉 14日 ㈬ 蓼科
29日 ㈬ 古町、姥ヶ懐 15日 ㈭ （申告書の受領のみ）

3月 1日㈭ 日向、大城

会　　場 役場３階　大会議室
相談時間 午前は９時から、午後は１時３０分から
受付時間 当日午前７時から午後５時まで
（土曜日・相談日以外の日曜日は閉庁日です）

当日の受付用紙に、目安とする相談
開始時間が書いてありますので、空
いている時間の欄に名前を記入し、
時間までにお越しください。（希望
する時間に空きがない場合もありま
すがご了承ください）

※電話での受け付けはできません。

受付場所 午前８時２０分までは役場正面玄関で
行い、それ以降は大会議室で行います。

◎所得税以外の国税（消費税・贈与税など）の申告
については、佐久税務署へご相談ください。
申告相談の詳しい内容については、過日配布し
ております「平成２４年度町県民税及び平成２３
年分所得税の申告について」をご覧ください。

税務係

２
月
１
日
、全
国
で
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ

ス
ー
活
動
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、我
が
国
の
全
産
業
分
野
に
お

け
る
事
業
所
及
び
企
業
の
経
済
活
動
の
実
態

を
同
一
時
点
で
調
査
し
、
日
本
経
済
の
「
い

ま
」
を
知
る
た
め
の
調
査
で
す
。

調
査
票
を
お
配
り
し
た
事
業
所
及
び
企
業

で
、ま
だ
調
査
票
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、漏
れ
な
く
記
入
し
て
い
た
だ
き
、調
査
員

が
受
け
取
り
に
伺
い
ま
し
た
ら
お
渡
し
く
だ

さ
い
。

〈
記
入
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
〉

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
し
た
り
、統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
先

庶
務
係
　
有
線
２
３
１
１

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
１
日
、平
成
24
年

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
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通交 安全掛
　
　
金

１
人
５
０
０
円（
年
額
）

共
済
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日

万
一
に
備
え
て

東
信
地
区

交
通
災
害
共
済
へ

加
入
を

自
動
車
や
自
転
車
等
の
運
行
中
に
お
け
る

交
通
事
故（
接
触
、衝
突
、転
落
等
）に
よ
り
ケ

ガ
を
し
た
場
合
に
対
象
と
な
り
、通
院
ま
た
は

入
院
日
数
に
応
じ
て
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま

す
。〈
治
療
実
数
日（
入
通
院
合
算
）が
４
日
以

上
か
ら
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
〉

２
月
〜
３
月
に
各
地
区
の
交
通
安
全
推
進

指
導
員
さ
ん
を
通
じ
、平
成
24
年
度
分
の
加
入

を
推
進
し
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
そ
の
際
の
資

料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、ご
家
族
全
員
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

年
末
の

交
通
安
全
運
動

期
間
中
の
諸
行
事

交
通
指
導
所
の
開
設

12
月
12
日（
月
）

佐
久
警
察
署
川
西
庁
舎
前

通
過
車
両
の
運
転
者
に
チ
ラ
シ
と
グ
ッ
ズ
の

配
布
を
行
い
、安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
活
動

12
月
12
日（
月
）千
草
保
育
園

保
護
者
に
対
し
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
呼

び
掛
け
、
着
用
率
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

街
頭
啓
発

12
月
14
日（
水
）ツ
ル
ヤ
立
科
店

夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に
、反
射

材
等
を
配
布
し
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

交
通
安
全
・
防
犯
街
頭
活
動

12
月
16
日（
金
）権
現
の
湯

交
通
安
全
協
会
と
防
犯
組
合
の
合
同
で
啓
発
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、飲

酒
運
転
が
心
配
さ
れ
る
た
め「
飲
酒
運
転
は
絶
対
し

な
い
よ
う
に
」や
、車
上
狙
い
が
心
配
さ
れ
る
の
で

「
ド
ア
ロ
ッ
ク
の
確
認
や
、貴
重
品
は
車
内
に
置
か
な

い
よ
う
に
」な
ど
を
来
客
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査

毎
月
１
回
町
内
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

運
転
席
・
助
手
席
の
着
用
率
は
高
い
も
の
の
、後
部

座
席
は
忘
れ
が
ち
の
よ
う
で
す
。「
す
ぐ
そ
こ
ま
で

だ
か
ら
」で
は
な
く
、万
が
一
の
と
き
で
も
被
害
が
最

小
限
に
な
る
よ
う
に
、し
っ
か
り
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

着
用
率
は
５
割
に
満
た
な
い
状
況
で
あ
り
、

非
着
用
の
危
険
性
を
理
解
し
て
い
な
い
方
が
多

い
よ
う
で
す
。
子
ど
も
が
嫌
が
る
か
ら
、す
ぐ

そ
こ
ま
で
だ
か
ら
な
ど
色
々
な
声
が
聞
こ
え
て

き
ま
す
が
、子
ど
も
に
対
す
る「
し
つ
け
」と
心

得
て
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

春 季 全 国 火 災 予 防 運 動 が 実 施 さ れ ま す
『
消
し
た
は
ず

決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度
』

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、３
月
１
日

（
木
）か
ら
７
日（
水
）ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、火
災
の

発
生
を
防
止
し
、高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、火
災

予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

３
つ
の
習
慣

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

権現の湯 ツルヤ立科店 千草保育園

庶務係
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毎
年
、
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

を
狩
猟
期
間
と
し
て
、
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
当
町
で
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
等
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
甚
大
で

あ
り
、
多
大
な
損
害
を
被
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

捕
獲
実
施
期
間

２
月
18
日
か
ら

３
月
25
日
ま
で

実
施
方
法

銃
器
に
よ
る

有
害
鳥
獣
捕
獲

注
意
事
項

山
林
等
へ
入
山
さ
れ
る
方
は
目
立
つ

服
装
で
入
山
し
て
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す

農
林
係

有
害
鳥
獣
捕
獲
を

実
施
し
ま
す

立科町土地開発公社（町づくり推進係）

蓼科山と浅間山を望む閑静で眺望に恵まれ、
家庭菜園も楽しめる

ゆとりある区画が自慢です。

現地説明会
平成24年2月19日（日）
午前10時から午後3時まで
申込方法
一次募集　2月19日（日）から2月末まで
※詳細については立科町土地開発公社（役場町
づくり推進係）までお問い合わせください。

その他
現在工事中です。危険ですので工事現場内へ
の立入等はご遠慮願います。

南に蓼科山 北東に浅間山

町の人口増及び活性化施策の一つとして、昨年11月よ
り細谷地区において造成工事を進めてまいりました「細
谷朝日ケ丘団地」について、この２月下旬に完成予定でお
ります。
詳細については、１月中旬に各家庭へお配りしてありま

すチラシにてご確認ください。
また、次の日程で現地説明会及び一次募集を行いま

す。大勢の方のお越しをお待ちしております。

区画図

平均
面積

全14区画分譲

1区画平均

（約100坪）

案内図



立科町
防犯組合だより

防犯は
みんなの力で
町ぐるみ

地域の安全は
地域で守る

振
り
込
め
詐
欺
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

家
族
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
利
用

し
た
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
は
、
高
齢
者

を
ね
ら
う
悪
質
で
卑
劣
な
犯
罪
と
し
て

依
然
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
佐
久

警
察
署
管
内
で
も
２
件
で
２
０
０
万
円

（
平
成
23
年
）
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

最
近
は
、
税
務
署
や
自
治
体
名
等
を

名
の
り
、
税
金
や
保
険
金
等
の
過
払
い

分
を
還
付
す
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

動
受
け
払
い
機
）
に
行
く
よ
う
に
指
示

し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
お
金
を
振

り
込
ま
せ
る
還
付
金
詐
欺
が
増
え
て
い

ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
の

手
口
に
巻
き
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

１
慌
て
な
い
・
動
揺
し
な
い

２
安
全
の
た
め
本
人
に
再
度
確
認
の
電
話
を

す
る
。
行
政
機
関
等
か
ら
の
電
話
の
場
合

は
、
部
署
名
と
担
当
者
名
を
聞
き
、
折
り

返
し
電
話
を
す
る

３
振
り
込
む
前
に
必
ず
家
族
に
相
談
す
る

４
警
察
署
や
駐
在
所
等
に
相
談
す
る

庶
務
係

広報たてしな／24 年 2 月◆ 6

ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
！

そ
の
振
り
込
み

※振り込め詐欺撃退カードは、警視庁のホームページから
ダウンロードすることができます

平
成
24
年
度

町
臨
時
職
員
登
録
者
募
集

町
で
は
、
臨
時
職
員
の
登
録
者
の
募
集
を

し
ま
す
。

平
成
24
年
４
月
以
降
臨
時
職
員
等
に
欠
員

が
生
じ
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
登
録
者
の

中
か
ら
採
用
し
ま
す
。

募
集
期
間

２
月
13
日（
月
）〜
２
月
29
日（
水
）

受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

職
　
　
種

一
般
事
務
、
保
育
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

介
護
士
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
温
泉
館
業
務
、

一
般
廃
棄
物
収
集
業
務
、
索
道
業
務

採
用
期
間

６
ヶ
月
（
６
ヶ
月
経
過
後
、
再
雇
用
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

勤
務
時
間

１
日
７
時
間
45
分
ま
た
は
パ
ー
ト
勤
務

※
勤
務
場
所
に
よ
り
時
間
帯
等
異
な
り
ま
す

勤
務
場
所

役
場
及
び
関
連
施
設
、
権
現
の
湯
、

老
人
福
祉
施
設
等

応
募
資
格

・
住
所
要
件
　
採
用
時
町
内
に
居
住

・
年
齢
要
件
　
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
で

59
歳
ま
で
の
方

※
保
育
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
士
、

栄
養
士
、
調
理
員
に
つ
い
て
は
、
免
許
・

資
格
を
有
し
て
い
る
方

登
録
有
効
期
間

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

申
込
方
法

総
務
課
庶
務
係
へ
登
録
申
込
書
に
よ
り
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
総
務
課
庶
務
係
（
２
番
窓
口
）

で
受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

選
考
方
法

登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
書
類
選
考
、
面

接
に
よ
り
決
定
し
ま
す

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
庶
務
係

電
話
（
56
）２
３
１
１

有
線
　
２
３
１
１
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「子宮頸
けい

がんを予防しましょう！」保 健 ニ ュ ー ス

≪ 若い女性に多い子宮頸がん ≫

ＨＰＶとは

ヒトパピローマウィルス（ＨＰＶ）は皮膚や粘膜に感染
するウィルスで100種類以上のタイプがあります。中
でもＨＰＶ16型・18型と呼ばれる２種類は子宮頸が
んを発症している女性の約70～80%から見つかっ
ています。発がん性ＨＰＶは、多くは性交渉の時に
感染します。性器のまわりの皮膚や粘膜との密接
な接種などによっても感染することがあるので、コ
ンドームは感染を防ぐ有効な手段ではあります
が、完全に防ぐことはできません。だだ、ＨＰＶに感
染しても90%以上は体内から自然消失するため、子
宮頸がんに進展するのはごくわずかです。

子宮頸がんは特別な人がなる病気ではなく、
女性なら誰でもかかる可能性のある病気です。

２種類ある子宮がん
○子宮頸がん
子宮頸部（膣に近い部分）にできるがんです。
30～40歳代の女性に多く、近年では20歳代の女

性にも急増しています。子宮がん全体でも子宮頸が
んの死亡率は高く、若い世代の方も死亡する傾向に
あります。子宮頸がんの発生の多くは、ヒトパピロー
マウィルス（ＨＰⅤ）の感染が関連しています。

○子宮体がん
子宮の奥の子宮体部（赤ちゃんを育てる部分）に

できるがんです。
生活様式が欧米化し、女性のホルモンバランスが

変化してきたことなどが原因と考えられており、50
～60歳代の女性で多くなっています。閉経後の女
性に多くみられ、発症には女性ホルモンが深くかか
わっています。

○子宮頸がん予防ワクチン
このワクチンはＨＰＶ16型と18型の２つのタイプ

の発がん性ＨＰＶを防ぐことができます。しかし、
全ての発がん性ＨＰＶの感染を防げるものではあり
ません。また、すでに感染しているＨＰＶを排除し
たり、すでに起こっている子宮頸部の前がん病変や
がん細胞を治す効果はありません。あくまで、接
種後のＨＰＶ感染を防ぐものです。保険適応外であ
りますが、10歳以上の女性の方に接種可能なワク
チンです。立科町では、子宮頸がん予防ワクチン接
種を行っています。

○子宮がん検診
ワクチンでは100%がんを予防できるわけでは
ないので、予防しきれなかった病変を早く見つけ
るためには、子宮がん検診を受けることが大切で
す。ＨＰＶに感染しても子宮頸がんを引き起こす
までには長い年月がかかります。そのため、20
歳を過ぎたら子宮がん検診を受けることをおすす
めします。子宮頸がんは早期に発見できれば治癒
できるものです。

◆ 子宮頸がんは
“予防接種と子宮がん検診”で予防 ◆

若いうちから予防しましょう！

予防接種とがん検診で子宮頸がんから体を守り
ましょう。

環境保健係

朝食を食べるとこんなにいいことがある！
１．からだが活性化され、集中力がアップする
２．肥満防止につながる
３．快便効果が得られる
４．脳のエネルギー源になる
５．生活習慣病、メタボを予防する

朝食をおいしく食べるために…ちょっとした工夫を！
１．１日の生活リズムを振り返り、夜更かしを避ける
２．夕食の内容、食べる時間に気をつける
３．前日に朝食の下ごしらえをしておく

朝食を食べる習慣のない人へ
１．１０分早起きしよう
２．前日に何を食べるか準備しておこう
３．牛乳、果物など単品からチャレンジしてみよう

健康長寿ながの
食育強化キャンペーン

より

食育
みんなで

朝食を食べよう
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～「Ｑ＆Ａこころの子育て
［誕生

たんじょう

から思春期までの４８章］」を座右
ざゆう

に ～

立科町教育相談員 岩上起美男

教育相談時間等
◆月・水・金曜日
●立科小学校／午前9時～午前11時30分
電話 56-3131 ㈺・有線2190 ㈺

●立科中学校／午後2時～午後5時
電話 56-1076 ㈺・有線2251 ㈺

●立科町児童館／午前11時40分～午後1時30分
電話 56-0303（直通）・有線8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
教頭先生へご連絡をお願いします。

子
育
て
は
、
大
変
な
営
い
と
なみ

で
す
。

人
並
み
外
れ
た
揺ゆ

る
ぎ
な
い
意
志
と
信
念
を

有ゆ
う

す
る
方
は
別
格
と
し
て
、
大
変
な
営
み
を
や

り
抜
く
た
め
に
は
「
拠よ

り
所
」
が
不
可
欠
で

す
。
く
じ
け
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
「
拠
り

所
」
を
心
の
支
え
に
し
て
乗
り
越
え
て
い
け
る

か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
今
現
在
、
子
育
て
に
取
り
組

ん
で
い
る
親
御
お
や
ご

さ
ん
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で

子
育
て
の
「
拠
り
所
」
を
お
持
ち
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

「
拠
り
所
」
と
は
、
判
断
や
行
為
の
根
拠
で

あ
り
、
困
っ
た
と
き
に
頼
り
縋す
が

れ
る
指
針
で

す
。子

育
て
の
「
拠
り
所
」
と
な
る
根
拠
や
指
針

は
、
自
分
の
親
か
ら
体
験
的
に
授
か
っ
た
子
育

て
の
知
恵
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
専
門
的
な
方
や

子
育
て
の
先
輩
せ
ん
ぱ
い

か
ら
の
指
導
・
助
言
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
あ
る
い
は
、
ご
自
身
の
体
験
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
親
御
さ
ん
は
、
様
々
な

機
会
を
通
し
て
得
た
子
育
て
の
「
拠
り
所
」

を
、
ご
自
分
の
子
育
て
に
生
か
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。････ 

も
し
子
育
て
の

「
拠
り
所
」
を
お
持
ち
で
な
い
と
い
う
親
御
さ

ん
は
、
大
変
な
営
み
で
あ
る
子
育
て
を
さ
ら
に

難む
ず
かし

く
、
大
変
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

む
ろ
ん
親
御
さ
ん
の
養
育
姿
勢

よ
う
い
く
し
せ
い

に
よ
っ
て
も

異こ
と

な
り
ま
す
が
、
子
育
て
の
「
拠
り
所
」
を
、

先
人
せ
ん
じ
ん

の
優
れ
た
知
恵
を
伝
え
る
本
に
求
め
な
い

親
御
さ
ん
が
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

「
じ
っ
く
り
本
を
読
む
時
間
が
と
れ
な
い
か

ら
」
「
内
容
が
難
し
い
か
ら
」
「
ど
の
本
を
読

ん
だ
ら
よ
い
の
か
、
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
の
三

子育ての「拠
よ

り所」となる河合隼雄
かわいはやお

の著書
ちょしょ

点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
を
読
む
時
間
も
確
保
で
き
な
い
親
御
さ
ん

の
繁
忙
は
ん
ぼ
う

さ
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
。
日
々
、
本

当
に
お
忙
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
や
は
り
子
育
て
の
「
拠
り
所
」
を
本

に
求
め
な
い
の
は
、
甚は
な
はだ

も
っ
た
い
な
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。

価
値
観

か
ち
か
ん

が
多
様
化
し
、
子
育
て
に
関
し
て
も

幅
広
い
情
報

じ
ょ
う
ほ
う

が
氾
濫
は
ん
ら
ん

し
て
い
る
現
代
社
会
で

は
、
親
御
さ
ん
は
、
ど
の
情
報
が
正
し
い
の

か
、
不
安
や
戸
惑
と
ま
ど

い
を
覚
え
る
こ
と
が
多
々
あ

る
は
ず
で
す
。
相
談
し
た
い
と
き
に
相
談
す
る

相
手
が
い
な
く
て
困
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
で
見
て
い

る
一
部
分
や
知
っ
て
い
る
側
面
だ
け
が
す
べ
て

と
思
い
込
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
座
右
ざ
ゆ
う

に

子
育
て
の
「
拠
り
所
」
と
な
る
本
を
用
意
さ

れ
、
折
々
に
読
み
返
し
て
、
ご
自
身
の
子
育
て

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
お
薦す
す

め
致
し
ま
す
。

人
に
本
を
推
薦
す
い
せ
ん

す
る
の
は
尊
大
そ
ん
だ
い

な
気
が
し
ま

す
が
、
四
年
前
に
逝
去
せ
い
き
ょ

さ
れ
た
臨
床
り
ん
し
ょ
う心

理
学
の

第
一
人
者
、
河
合
隼
雄
の
著
書
は
例
外
で
す
。

若
い
親
御
さ
ん
が
、
親
と
し
て
の
主
体
性
を
存

分
に
発
揮
は
っ
き

さ
れ
、
伸
び
や
か
に
子
育
て
に
取
り

組
ま
れ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
河
合
隼
雄
の
著

書
か
ら
子
育
て
の
「
拠
り
所
」
を
学
び
取
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

作
家
の
村
上
春
樹
は
、
河
合
隼
雄
を
次
の
よ

う
に
評
し
て
い
ま
す
。

河
合
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
ろ
ん
な
話
を
し

て
い
る
と
、
頭
の
中
の
む
ず
む
ず
が
ほ
ぐ
れ
て

い
く
よ
う
な
不
思
議
な
優
し
い
感
覚
が
あ
っ

た
。
「
癒い
や

し
」
と
い
う
と
大
げ
さ
か
も
知
れ
な

い
け
れ
ど
、
息
が
す
っ
と
抜
け
た
。
こ
う
言
っ

て
は
な
ん
だ
け
れ
ど
、
不
思
議
な
方
で
あ
る
。

熱
烈
ね
つ
れ
つ

な
フ
ァ
ン
と
い
う
か
、
信
者
が
世
間
に
多

い
の
も
も
っ
と
も
だ
と
思
っ
た
。
河
合
さ
ん
と

差
し
向
か
い
で
話
を
し
て
い
て
僕
が
い
つ
も
感

心
す
る
の
は
、
彼
が
決
し
て
自
分
の
考
え
で
相

手
を
動
か
そ
う
と
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
相

手
の
思
考
の
自
発
的
な
動
き
を
邪
魔
じ
ゃ
ま

す
る
ま
い

と
、
細
心
さ
い
し
ん

の
注
意
を
払
う
。
む
し
ろ
相
手
の
動

き
に
合
わ
せ
て
、
自
分
の
位
置
を
少
し
ず
つ
シ

フ
ト
さ
せ
て
い
く
。
た
と
え
ば
僕
が
そ
の
と
き

小
説
を
書
い
て
い
る
と
わ
か
る
と
、
僕
を
誘
導
ゆ
う
ど
う

す
る
よ
う
な
可
能
性
を
持
つ
発
言
は
き
っ
ぱ
り

と
や
め
て
し
ま
う
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
関
係
の

な
い
話
を
す
る
。
そ
れ
で
い
て
結
果
的
に
、
自

然
な
思
考
水
路
の
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
示
唆
し
さ

し
て
、
そ
の
行
き
先
を
僕
自
身
に
見
つ
け
さ
せ

よ
う
と
す
る
。
（
対
談
集
「
村
上
春
樹
、
河
合

隼
雄
に
会
い
に
行
く
」
新
潮
文
庫
）

河
合
隼
雄
の
著
書
は
、
置
い
て
な
い
書
店
や

図
書
館
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ほ
ど
愛
読
さ
れ
て
い

ま
す
。
著
者
自
身
が
述
べ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
最
も
子
育
て
の
「
拠
り
所
」
に
ふ
さ
わ
し

い
本
が
、
「
Ｑ
＆
Ａ
こ
こ
ろ
の
子
育
て
﹇
誕

生
か
ら
思
春
期
ま
で
の
48
章
﹈
」
（
朝
日
新
聞

社
）
で
す
。
こ
の
本
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る

次
の
よ
う
な
問
い
に
つ
い
て
の
「
子
育
て
の
ヒ

ン
ト
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
頭
の
中
の
む
ず

む
ず
が
ほ
ぐ
れ
て
い
く
よ
う
な
著
者
か
ら
の
ヒ

ン
ト
は
、
必
ず
や
ご
自
分
な
り
の
子
育
て
を
見

出
す
た
め
の
「
拠
り
所
」
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
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○
豊
か
な
時
代
な
の
に
、
な
ぜ
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
起
き
る
の
で
す
か
。

○
つ
い
つ
い
子
ど
も
に
口
う
る
さ
く
な
る
の
は

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

○
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
何
が
い
ち
ば
ん
大
切
で

す
か
。

○
イ
ラ
イ
ラ
し
て
叱
っ
て
ば
か
り
い
ま
す
。
ど

う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

○
早
期
教
育
は
子
ど
も
に
プ
ラ
ス
で
す
か
、
マ

イ
ナ
ス
で
す
か
。

○
父
親
と
し
て
子
ど
も
に
ど
う
接
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

○
子
ど
も
が
い
じ
め
に
あ
っ
た
と
き
の
対
応
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
が
悩
ん
で
い
る
と
き
、
ど
う
し
て
や

っ
た
ら
い
い
で
す
か
。

○
子
ど
も
と
衝
突
ば
か
り
し
て
い
ま
す
が
、
親

子
の
相
性
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
。

日　時　2月 29日(水) 午前 10時 30分～
場　所　中央公民館　視聴覚室
対　象　0歳児～
テーマ  「はじめてのおつかい」

乳幼児のためのおはなし会
～「ちゅうりっぷの会」による～

お知らせ

中央公民館図書室／有線4000

新着図書

赤字建て直しをはかる院長、目前の命を必死に救う救急医、
孤島の診療所の医師の姿をとおして、病院再建の道をさぐる。
メディカル・エンターテインメント小説。

公開中の映画原作本。開戦に反対していたにもかかわらず、
海軍軍人として真珠湾攻撃を決断した山本五十六。英雄にして
悲劇の人の真実とは…。

「極北ラプソディ」

「聯合艦隊司令長官 山本五十六」
半藤 一利（著） 文藝春秋（発）

光源氏のさまざまな恋物語をえがいた古典の名作が1冊に。
小中学生向けに、はじめての「源氏物語」としておすすめ。

「源氏物語」
紫式部（作） 高木 卓（訳） 講談社青い鳥文庫（発）

海堂 尊（著） 朝日新聞出版（発）

誕
生
か
ら
思
春
期
に
至
る
成
長
の
流
れ
に
沿

っ
た
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
は
、
子
育
て
の
確
か
な

「
拠
り
所
」
に
な
る
と
同
時
に
、
親
と
し
て
の

自
分
が
、
ご
自
身
の
「
自
己
実
現

じ
こ
じ
つ
げ
ん

」
へ
の
道
の

り
を
一
生
歩
み
続
け
る
た
め
の
「
何
か
」
が
得

ら
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

良
書
は
、
い
つ
の
世
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い

最
良
の
友
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨年11月、94歳でお亡くなりになられた立科
町出身の作家、土屋隆夫先生を偲ぶコーナーを図
書室中央に設けました。
先生は立科町を拠点に数多くの推理小説を執筆

し、全国的にも多くのファンをお持ちでした。
2002年には日本ミステリー文学大賞を受賞し、
その功績から立科町の第1号名誉町民となられた
方です。
土屋先生の作品は文学性と謎解きのおもしろさ

を併せ持っており、信州を舞台にした作品も数多
くあります。土屋先生のミステリーの世界をどう
ぞお楽しみください。

土屋隆夫先生を偲ぶ

「天狗の面」（1958年）
「ミレイの囚人」（1999年）
「物狂い」（2004年）
「人形が死んだ夜」（2007年）他

主な作品



こども未来館情報 2月・3月行事予定

ちびっこ広場

文化伝承教室
★対象及び時間　小学生　午後３時 30分～
【囲   碁】

【将   棋】

【昔遊び】

学習教室･スポーツ教室
★対象及び場所 小学生　立科小学校
★時間　午後３時～５時
★日程　2月 1日（水）・8日（水）・15日（水）

22日（水）・29日（水）
3月 7日（水）・14日（水）

★内容　学習アドバイザーの先生方に、予習・復習等
を教えていただくことができます。
学習終了後、３時３０分より体育館で
スポーツ教室に参加できます。

アートチャレンジ教室（要予約）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間 小学生　午前 10時～
★日程及び内容 2月 18日（土）

スワロを使ったモチーフを作りましょう

レクリエーション教室

わくわく教室
★対象及び時間　小学生　午後 3時 30分～
★日程及び内容

★日程　2月 2日（木）・16日（木）
3月 1日（木）・15日（木）

★日程　2月 9日（木）・23日（木）
3月 8日（木）・22日（木）

（午後2時～）
★日程　2月 24日（金）

3月 23日（金）（午後2時～）

2月 1日（水）ちびっこ広場
2日（木）おはなし広場
9日（木）親子リズム
14日（火）たまごクラブ
16日（木）みんなで遊ぼう
22日（水）ちびっこ広場
23日（木）親子運動遊び
28日（火）子育て講話

3月 1日（木）親子リズム
2日（金）たまごクラブ
5日（月）おはなし広場
7日（水）ちびっこ広場
14日（水）ちびっこ広場
15日（木）みんなで遊ぼう
22日（木）親子運動遊び

★対象及び時間 小学生　午前 10時～
★日程及び内容

★対象及び時間　小学生　午後３時 30分～
★日程及び内容

こども未来館／電話 56-0248 有線8888

★対           象　就園前のお子さんと保護者
★時           間　午前１０時３０分～
★日程及び内容

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、
ご承知ください。

ちびっこ広場

2 月 6日（月）紙飛行機を作って遊ぼう
13日（月）ひな人形を作ろう　
20日（月）おひなさま製作をしよう
27日（月）ぴょんぴょんがえるを作って遊ぼう

3月 5日（月）円筒飛行機を作って遊ぼう
12日（月）メダルを作ろう
19日（月）お手玉で遊ぼう（午後２時～）
26日（月）ブローチを作ろう（午後２時～）

2月 14日（火）雪遊びをしよう
28日（火）雪遊びをしよう

3月 13日（火）丸太を切ってみよう
27日（火）なわとびをしよう（午後２時～）

児童館事業の様子
放課後子ども教室

おはなし広場 クリスマス会 クリスマス制作 万華鏡制作

皆さんのご来館をお待ちしています♪

広報たてしな／24 年 2 月◆ 10

2 月 4日（土）お菓子の家を作ろう
3月21日（水）木工制作

23日（金）凧を作ろう

エコ教室
★対象及び時間 小学生　午後 1時 30分～
★日程及び内容
3月 28日（水）自分のおはしを作ってみよう

29日（木）ゴミのゆくえゲーム



便り白樺高原

白樺高原キャンドルナイト

高原の静かな夜にすてきな思い出を

バレンタインデーサービス

リフト１日券20%OFF・粗品プレゼント

★お楽しみダーツ大会
2月12日（日）　しらかば２in１スキー場
2月 26日（日）　白樺高原国際スキー場
リフト１日券購入者先着300名様に地元特産品
などがダーツで当る

白樺高原総合観光センター／電話55-6201

冬山はトップシーズンとなりました。
スキー場イベント盛り沢山。
皆様のご来場お待ちしております。

期　　日 平成24年 3月 11日（日曜日）
場　　所 白樺高原国際スキー場　クワッドリフト横
競技種目 ソフトポールを使ったタイムレース

当日は、ぞうさん、とらさんなどぬいぐるみ
の応援があります！

参加資格 小学生未満（未就学）のちびっこスキー愛好
者。必ず保護者同伴のこと。

参加受付 午前9時 30分～10時
参加定員 50名様まで

※先着順にて当日受付（定員になり次第締切）
参 加 料 無料
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病
気
や
け
が
で
血
液
を
必
要
と
す
る
患
者
さ
　

ん
の
多
く
が
、
皆
様
の
善
意
に
よ
る
無
償
の
献

血
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、
献
血

率
は
年
々
低
下
し
て
お
り
、
高
齢
化
に
よ
る
血

液
需
要
の
増
加
が
、
救
命
医
療
に
重
大
な
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
幅
広
い
年
代
層

に
よ
る
献
血
の
協
力
体
制
が
必
要
と
な
り
ま

す
。輸

血
医
療
を
支
え
る
重
要
な
世
代
で
あ
り
ま

す
10
代
20
代
の
方
を
は
じ
め
69
歳
の
方
ま
で
、

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
献
血
が
で
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

月
　
　
日
　
２
月
15
日
（
水
）

受
付
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
　
　
場
　
立
科
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
室

持
ち
物
　
　
献
血
カ
ー
ド
（
手
帳
）、
運
転
免

許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人

確
認
の
出
来
る
も
の

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

環
境
保
健
係

献
血
の

お
知
ら
せ
・
お
願
い

第15回キッズスキー大会

賞　　品
1～３位を表彰。
全員にお楽しみ参加
賞があります。

2月11日（土）

2月 14日（火）

【町民優待サービス】
大　人　2,500円（要住所証明）
高校生　1,200円（要学生証）
中学生以下　無料（平日） 800円（土日祝日）

【メンズデー】 毎月第1･3木曜日（団体対象外）
男性リフト１日券1,000円

【レディースデー】 毎週水曜日（団体対象外）
女性リフト１日券1,000円

【スキーこどもの日】 毎月第３日曜日（団体対象外）
小学生以下リフト１日券無料

お 得 情 報
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大きく育て
子ども王国

名前は、お姉ちゃんがつ
けてくれました。立科町
の自然にいっぱいふれ
て、大きくなぁれ!!１歳
のお誕生日おめでとう!!

飯嶋
いいじま

姫菜
ひなの

ちゃん
（女）桐原

我が家のアイドルゆ
ら。オシャレ好きで甘
えん坊なゆら。明るく
元気に育ってね♡

中村
なかむら

由徠
ゆら

ちゃん
（女）桐原

どんな表情もかわいく
見えるお宝ちゃん。た
くさん笑って泣いて、
寝んねして、のびのび
大きくなってね。

片岡
かたおか

俊也
としや

ちゃん
（男）赤沢

黙ってイタズラしてる
次男坊。毎日が冒険で
す。兄ちゃんとたくさ
ん笑って元気に仲良く
すくすく育ってね♡

児玉
こだま

真翔
まさと

ちゃん
（男）古町

いつもにこにこ笑顔の
はやちゃん。いっぱい
食べて、いっぱい遊ん
で、大きくなってね！

間ヶ部
まかべ

颯翔
はやと

ちゃん
（男）上房

我が家のスマイル君
これからもたくさん笑
顔を見せて、元気に大
きくなってね。

鷹野
たかの

一翔
かずと

ちゃん
（男）日向

やんちゃで傷がたえな
いけど、いっぱい遊ん
で兄ちゃんに負けない
たくましい子になって
ね!!

園邊
そのべ

陸
りく

ちゃん
（男）牛鹿

平成 23年 1月生・2月生
（10、11ヶ月児健診時に撮影）

我が家の大切なお殿
様。お友達と仲良く、
元気いっぱいに育って
下さいねッ☆

宮澤
みやざわ

大凱
たいが

ちゃん
（男）町

お正月用寄せ植え教室 開催
人権センターでは

12月21日（水）お正
月用の寄せ植え教室
を開催しました。

なんのこと？
パワーハラスメント（パワハラ）

人権センターだより
◆ 人 権 が 尊 重 さ れ る 社 会 ◆

人権センター（人権政策推進係）

パワーハラスメント（パワハラ）は、法令で明確に
定義されているわけではありません。何がパワハラな
のか、不明確なことがたくさんあります。しかし、ひ
と言でいえば「地位や権限を利用したいじめ」であ
り、放っておけば、就労環境を悪化させ、重苦しい職
場にさせてしまうでしょう。
パワハラの形態として、上司としての権限等を利用
した「嫌がらせ」行為。多くがこのパターンですが、
同僚間や正社員と派遣社員等の間でも起こり得ます。
なお、客観的に判断して、明らかに本来の業務範囲を
超えている行為や、1～2回の言動でもパワハラに相
当することもあり得ますが、通常は執ように繰り返さ
れることがパワハラになります。
また、仕事上のミスについて指摘・指導するだけで
なく、相手の人格、尊厳を非難・中傷するなどして傷
つける言動があります。

人権を尊ぶ意識の高まりは、理不尽な言動を放って
おかなくなっています。発端は業務だったとしても個
人の尊厳を不当に傷つけるような言動は、上司であっ
ても人権侵害だと、真剣に意識しなければなりませ
ん。
これまでの事例を見てみると、加害者が全く加害意
識を持っていなかったり、かなり低い意識しか持ち得
なかったために起きたケースが多々あります。
パワハラは、人権の視点を持った啓発活動で未然に
防ぐことができるのです。上下関係に関係なく、職務
は職務として、まず人間としての共通認識を持つこと
が大事です。

参考 （財）人権教育啓発推進センター「人権ポケットブックⅡ」より
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平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
改
正
に
よ
り
、
平

成
24
年
４
月
以
降
、
森
林
の
土
地
所
有
者
と
な

っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

届
出
対
象
者

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
等
に

よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取
得
し
た
方

は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

届
出
期
間

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以
内

に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

佐
久
地
方
事
務
所
林
務
課
普
及
係

電
話
０
２
６
７
（
63
）
３
１
５
４

又
は

役
場
農
林
課

電
話
（
56
）
２
３
１
１
　
内
線
２
６
１

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

昨
年
８
月
20
日
か
ら
販
売
を
い
た
し
ま
し
た

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券「
た
て
し
な
商
品
券
」

の
有
効
期
限
が
、
表
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
お

り
２
月
19
日
（
日
）
と
せ
ま
っ
て
参
り
ま
し
た
。

当
該
商
品
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
忘
れ
な

く
町
内
の
取
扱
店
に
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
全
て
無

効
・
使
用
不
可
と
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
ま
し

て
ご
注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。

ニ
ア
（
老
人
）
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
も
再
入

学
で
き
ま
す
が
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
学

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

学
習
時
間

・
受
講
年
限
は
２
年
間

・
年
間
の
標
準
学
習
日
数
は
15
日
間
で
、
各
学

部
で
定
め
ら
れ
た
授
業
日
に
登
校

お
お
む
ね
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
１

日
４
時
間
学
習

学
習
内
容

生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、
社
会
参
加
活
動

を
積
極
的
に
行
う
た
め
の
幅
広
い
分
野
の
学

習
・
実
践
が
で
き
る
よ
う
多
彩
な
講
座
を
設
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
学

習
し
た
知
識
・
技
能
を
社
会
参
加
活
動
に
繋
が

る
よ
う
実
践
講
座
を
充
実
し
ま
す

募
集
人
員

１
２
０
名

授
業
料
等

年
間
８
５
０
０
円
（
予
定
）

他
、
教
材
費
の
一
部
、
自
治
会
活
動
な
ど
に

要
す
る
経
費
が
必
要

入
学
願
書
の
受
付
期
間

２
月
１
日
（
水
）
〜
２
月
29
日
（
水
）

（
当
日
の
消
印
有
効
）

お
問
い
合
わ
せ
先

佐
久
保
健
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課

電
話
０
２
６
７
（
63
）
３
１
４
１

ま
た
は
　
立
科
町
役
場
町
民
課
　
福
祉
係

（
入
学
願
書
は
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
）

お
知
ら
せ

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関

心
を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な
北
方
領
土
返
還

運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
56
年

１
月
の
閣
議
了
解
に
よ
り
、
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

北
方
領
土
の
日
に
つ
い
て

町
商
工
会
か
ら

震
災
復
興
支
援

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

「
た
て
し
な
商
品
券
」の

有
効
期
限
の
お
知
ら
せ

今
ま
で
培
っ
た
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
シ

ニ
ア
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
を
長
野
県
シ
ニ

ア
大
学
で
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
学
資
格

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
、
学

習
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、
積
極
的
に
社
会
参
加

を
目
指
す
方
（
平
成
21
年
度
以
前
に
長
野
県
シ

平
成
24
年
度

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ

を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
手
続
き
が
あ

り
ま
す
。

裁
判
所
に
は
、
裁
判
の
ほ
か
に
、
裁
判
官
や

調
停
委
員
の
立
会
い
の
も
と
、
話
合
い
に
よ
っ

て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決
す
る
「
民
事
調

停
」
と
い
う
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
民
事
調
停

は
、裁
判
の
よ
う
に
厳
格
な
手
続
き
で
は
な
く
、

柔
軟
な
手
続
き
の
も
と
、
時
間
や
費
用
を
か
け

ず
に
、
ト
ラ
ブ
ル
を
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
民
事
調
停
に
は
、「
申
立
て
が
簡
単
」

「
申
立
手
数
料
が
訴
訟
よ
り
も
低
額
」「
手
続
き

の
非
公
開
」「
裁
判
管
や
社
会
生
活
上
の
豊
富

な
知
識
経
験
を
有
す
る
調
停
委
員
の
関
与
」

「
合
意
を
記
載
し
た
調
書
等
に
は
執
行
力
が
あ

る
」
な
ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、離
婚
や
相
続
・
遺
産
分
割
と
い
っ
た
、

家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判

所
が
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
民
事
調
停
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
地
方
裁
判
所
佐
久
支
部

長
野
家
庭
裁
判
所
佐
久
支
部

電
話
　
０
２
６
７
（
67
）
２
０
７
７

裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w
w
.courts.go.jp

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
へ

〜
民
事
調
停
で
円
満
な
解
決
を
〜
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放
置
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
動
産
の
名
義
を
変
更
し
て
い
な
い
と
、
売

却
す
る
場
合
や
担
保
に
し
て
融
資
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
な
ど
に
手
続
き
が
順
調
に
進
み
ま

せ
ん
。
ま
た
、
長
い
間
放
置
し
て
お
く
と
、
相

続
権
の
あ
る
人
が
次
第
に
増
え
て
権
利
関
係
が

複
雑
に
な
り
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
登
記
手
続
を
行
う
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
司
法
書
士
会

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
長
　
丸
山
孝
一

電
話
　
０
２
６
（
２
４
４
）
６
３
３
５

履
修
年
数
　
３
年
（
た
だ
し
、
転
編
入
あ
り
）

募
集
対
象
　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
方

高
等
学
校
中
退
者
他

出
願
・
申
込
方
法
　
入
学
案
内
・
願
書
を
請

求
、
書
類
選
考
と
面
接
実
施

願
書
受
付
　
１
月
18
日
〜
４
月
20
日
（
必
着
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
攻

概
要
　
幅
広
い
知
識
を
習
得
し
、
主
体
的
に
適

切
な
支
援
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

履
修
年
数
　
６
ヶ
月
〜
２
年

募
集
対
象
　
高
等
学
校
卒
業
以
上
、
ま
た
は
同

等
か
そ
れ
以
上
の
学
力
の
あ
る
方

３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方

出
願
・
申
込
方
法
　
入
学
案
内
・
願
書
を
請

求
、
願
書
に
よ
り
入
学
手
続
き

願
書
受
付
　
２
・
１
年
課
程
、
科
目
履
修
生

１
月
23
日
〜
３
月
27
日
（
必
着
）

生
涯
学
習
通
信
講
座

概
要
　
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
の

２
０
０
コ
ー
ス

受
講
期
間
　
３
ヵ
月
〜
１
年

募
集
対
象
　
一
般

出
願
・
申
込
方
法
　
案
内
書
を
請
求
、
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込

願
書
受
付
　
通
年
受
付

社
会
福
祉
養
成
課
程

概
要
　
社
会
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
取
得

履
修
年
数
　
１
年
〜
２
年

募
集
対
象
　
一
般
養
成
科
　
大
学
等
を
卒
業
し

た
方

短
期
養
成
科
　
福
祉
系
大
学
等
に
お
い
て
基
礎

科
目
を
履
修
し
て
卒
業
し
た
方
等

出
願
・
申
込
方
法
　
入
学
案
内
・
願
書
を
請

求
、
書
類
選
考
実
施

願
書
受
付

平
成
23
年
12
月
５
日
〜
２
月
28
日
（
必
着
）

案
内
書
・
願
書
請
求
、
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
広
報

電
　
話
　
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
２
（
５
７
４
）
１
０
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://w

w
w
.n-gaku.jp

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を
「
相
続

登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、
県
下

の
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て
無
料
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
無
料
相
談
で
は
相
続
登
記
を
は
じ
め
と

し
て
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
関
連
す
る

ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
２
月
１
日
〜
２
月
29
日

相
談
場
所
　
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

相
談
料
　
無
料

予
約
　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
各
司
法
書
士
事
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
司
法
書
士
の
紹
介
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
長

野
県
司
法
書
士
会
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
例

・
登
記
簿
を
見
た
ら
名
義
が
先
々
代
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る

・
妻
（
夫
）
に
全
財
産
を
相
続
さ
せ
た
い
が
、

ど
う
す
れ
ば･･･

・
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が
い
て
、
遺

産
分
割
協
議
が
で
き
ま
せ
ん

・
遺
言
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い

・
山
林
を
引
継
い
だ
け
ど
、
こ
の
後
ど
う
す
れ

ば
い
い
の

◎
相
続
登
記
と
は
、
相
続
し
た
不
動
産
の
名
義

を
変
更
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
相
続
登
記

は
期
限
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
登

記
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
手
続
き
が
遅
れ
が

ち
で
あ
る
ば
か
り
か
、
何
代
に
も
わ
た
っ
て

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
に
つ
い
て

平
成
24
年
度

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
制
高
等
学
校

生
徒
募
集
に
つ
い
て

学
校
法
人
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
（
日
本
放
送
協
会
学

園
）
は
、”ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
学
べ
る
“全

国
を
一
学
区
と
す
る
広
域
通
信
制
高
等
学
校
と

し
て
開
校
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
番
組
を
利
用
し

た
自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
併
用
に
よ
る

教
育
シ
ス
テ
ム
で
す
。

平
成
24
年
度
も
次
の
と
お
り
、
生
徒
の
募
集

を
行
い
ま
す
。

普
通
科

概
要
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ･

ラ
ジ
オ
の
放
送
を

利
用
、
３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得

登
校
は
月
に
１
〜
２
回

〜
自
動
車
の
廃
車
・
名
義
変
更
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
〜

県
自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税
）
の
納
税
義
務

は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て
い
る

名
義
人
に
発
生
し
ま
す
。

下
取
り
や
譲
渡
な
ど
す
で
に
手
元
に
な
い
自

動
車
（
軽
自
動
車
）
の
廃
車
・
名
義
変
更
手
続

き
が
３
月
末
ま
で
に
完
了
し
て
い
な
い
と
、
平

成
24
年
度
の
自
動
車
税
（
軽
自
動
車
税
）
の
納

税
義
務
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
税
務
課

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
０
４
６

自
動
車
の
適
正
登
録
に

つ
い
て
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自
衛
隊
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
人
材
を
募
集

し
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

資
格
（
平
成
24
年
７
月
１
日
現
在
）

・
一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

・
技
能
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

す
る
者
（
資
格
に
よ
り
53
歳
〜
55
歳

未
満
の
者
）

受
付
　
１
月
11
日
（
水
）
〜
４
月
４
日
（
水
）

採
用
試
験
　
４
月
13
日
（
金
）
か
ら

４
月
16
日
（
月
）
の
い
ず
れ
か

１
日
を
指
定

訓
練
教
育

・
一
般
　
３
年
以
内
に
50
日
間

・
技
能
　
２
年
以
内
に
10
日
間

待
遇
等

・
身
分
　
非
常
勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員

・
手
当
等

教
育
訓
練
招
集
手
当
　
日
額
７
９
０
０
円

教
育
訓
練
招
集
旅
費
（
自
宅
か
ら
教
育
訓

練
実
施
駐
屯
地
ま
で
の
交
通
費
）

・
衣
食
住

食
　
事
　
招
集
期
間
は
、
無
料
支
給

宿
　
泊
　
招
集
期
間
は
、
駐
屯
地
内
に
宿
泊

（
無
料
）

被
服
等
　
訓
練
で
使
用
す
る
作
業
服
等
は
無

償
貸
与
さ
れ
ま
す

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
院
（
専
門
職
大

学
院
を
除
く
）
に
お
い
て
正
規
の
課
程
を
２

年
以
上
修
め
、
修
士
の
学
位
を
受
け
た
者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
25
年
３
月

卒
業
見
込
み
を
含
む
）

受
付
　
２
月
１
日
（
水
）
〜
４
月
27
日
（
金
）

採
用
試
験

１
次
　
５
月
12
日
（
土
）

２
次
　
６
月
12
日
（
火
）
〜
６
月
15
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

※
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛
行
要
員
の
み
、
３

次
試
験
が
あ
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
５
２
６
７

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て

予
備
自
衛
官
補
と
は

自
衛
官
未
経
験
者
の
希
望
者
を
、
試
験
に

よ
り
予
備
自
衛
官
に
採
用
し
、
所
定
の
教
育

訓
練
を
終
了
す
る
ま
で
の
身
分
で
す
。
自
衛

隊
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、
予
備
自
衛
官
を

育
成
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
所
定
の
教
育
訓
練
を
終
了
す

る
と
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

働くこと、就活に関する悩みごとメールで相談してみよう！！
パソコン・モバイルジョブカフェ信州ホームページよりネット相談できます！
※就職に関する悩みを持つ、おおむね39歳までの方が対象となります。

若者の仕事探しをまるごとサポート

ネットで相談

若年者地域連携事業推進センター/株式会社コミュニケーションズ・アイ
（厚生労働省 長野労働局 ハローワーク 長野県 若年者地域連携事業委託団体）
TEL（0263）27-5010　FAX（0263）29-2608

http://www.jobcafe-shinshu.pref.nagano.jp
http://www.jobcafe-shinshu.pref.nagano.jp/i/モバイル版はこちらからアクセス▶

くわしい
問合せ先

自
衛
隊
へ
の
ご
理
解
・
ご
認
識
を
賜
る
た

め
、
学
生
及
び
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
と
し
た

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
基

地
見
学
並
び
に
海
上
自
衛
隊
名
物
金
曜
カ
レ
ー

喫
食
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
３
月
23
日
（
金
）

場
所
　
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地

艦
船
及
び
港
湾
施
設
等
の
見
学
を
予
定

し
て
い
ま
す

募
集
人
員
　
20
名

資
格
　
中
学
生
以
上
18
歳
未
満
の
男
女
及
び

保
護
者

※
保
護
者
が
同
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、
同
意
書

が
必
要
と
な
り
ま
す

受
付
　
２
月
１
日
（
水
）
〜
２
月
29
日
（
水
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す

申
込
　
氏
名
、年
齢
、住
所
、連
絡
先
を
電
話
・

メ
ー
ル
ま
た
は
来
所
に
よ
る

参
加
費
　
４
７
３
円
（
内
訳
　
喫
食
料
金
及
び

旅
行
傷
害
保
険
）

お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

上
田
地
域
事
務
所

電
話
　
０
２
６
８
（
22
）
５
２
６
７

メ
ー
ル

recruit5.nagano@
pco.m

od.jp

春
休
み
特
別
企
画

海
上
自
衛
隊
名
物

金
曜
カ
レ
ー
喫
食
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
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相
続
手
続
・
遺
言
、
各
種
契
約
書
、
権
利
義

務
関
係
等
に
つ
い
て
、
悩
ま
ず
専
門
家
で
あ
る

行
政
書
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
40
回
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
解
決
方
法
が
見

つ
か
り
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
22
日
（
水
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
　
　
所
　
長
野
県
行
政
書
士
会
館

相
談
内
容

・
各
種
許
認
可
申
請
手
続

・
相
続
手
続
・
遺
言
書
作
成
の
ご
相
談

・
各
種
契
約
書
、
権
利
義
務
関
係
等
の
手
続

・
成
年
後
見
等
日
常
生
活
に
お
け
る
諸
手
続

担
　
　
当
　
長
野
県
行
政
書
士
会

な
お
、電
話
相
談
も
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
行
政
書
士
会

〒
３
８
０-

０
８
３
６

長
野
市
南
県
町
１
０
０
９-

３

電
　
話
　
０
２
６
（
２
２
４
）
１
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
（
２
２
４
）
１
３
０
５

◎
次
回
は
、

３
月
21
日
（
水
）
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構
で

は
、
看
護
職
員
（
看
護
師
・
助
産
師
）
を
募
集

し
ま
す
。

看
護
職
員
（
看
護
師
・
助
産
師
）
募
集

採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
（
４
月
２
日
以
降
の

採
用
希
望
に
つ
い
て
も
、相
談
に
応
じ
ま
す
）

受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満
た
す
方

①
昭
和
27
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
助
産
師
免
許
ま
た
は
看
護
師
免
許
を
有
す
る

方
（
平
成
24
年
春
に
行
わ
れ
る
国
家
試
験
に

て
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
）

試
験
日
　
３
月
10
日
（
土
）

会
　
　
場
　
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル

（
長
野
市
南
長
野
）

申
込
締
切
　
２
月
24
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

◎
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

機
構
本
部
事
務
局
職
員
課

電
話
　
０
１
２
０
（
１
７
３
）
３
１
４

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」（
地

域
別
最
低
賃
金
）
及
び
特
定
の
産
業
の
基
幹
的

労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
」
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
最
低
賃
金
　
時
間
　
６
９
４
円

効
力
発
生
日
　
平
成
23
年
10
月
１
日

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

・
計
量
器
・
測
定
器
等
製
造
業

時
間
　
７
８
５
円

効
力
発
生
日
　
平
成
23
年
11
月
27
日

・
は
ん
用
機
械
器
具
等
製
造
業

時
間
　
７
９
６
円

効
力
発
生
日
　
平
成
23
年
11
月
27
日

・
各
種
商
品
小
売
業
　
時
間
　
７
５
３
円

効
力
発
生
日
　
平
成
23
年
12
月
31
日

・
印
刷
・
製
版
業
　
　
時
間
　
７
４
７
円

効
力
発
生
日
　
平
成
23
年
12
月
31
日

お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
労
働
局
　
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

電
話
　
０
２
６
（
２
２
３
）
０
５
５
５

小
諸
労
働
基
準
監
督
署

電
話
　
０
２
６
７
（
22
）
１
７
６
０

行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

長
野
県
立
病
院
職
員
募
集

に
つ
い
て

長
野
県
内
の
最
低
賃
金

★
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も
★

http://w
w
w
.pref-nagano-hosp.jp/

honbu/kango



気温 降水量 降水量
（1月からの合計） 日照時間平均気温 最高極日 最低極日

今年 -0.3℃ 15.0℃／3日 -12.0℃／24日 7.5mm 1109.5mm 161.0時間
最近10年間の平均 0.7℃ 18.4℃／04年 -14.6℃／05年 38.8mm 1059.9mm 157.4時間

■立科町のデータ12月

1月1日現在 （ ）内は前月比 2011年12月1日～12月31日

人口 7,863（6） 出生 1

男 3,866（3） 死亡 7

女 3,997（3） 転入 19

世帯数 2,794（9） 転出 7

■ 人口

■ 犯罪件数 （ ）内は1月からの合計　※確定数字ではないので、今後変動する場合もあります。
犯罪発生状況
（窃盗）

空き巣
忍び込み

事務所学校
荒らし 車上狙い 自動販売機

荒らし 自動車盗 オートバイ盗 自転車盗 脱衣場狙い その他
佐久警察署
管内 1 9 8 0 2 0 6 0 36

立科町 0
（0）

1
（7）

2
（4）

0
（1）

0
（1）

0
（2）

0
（3）

0
（4）

0
（24）

■ 立科町の気象（12月 1日～31日）

種別 12月中火災件数 焼損面積 1月からの合計
建物火災 0 0㎡ 6
車両火災 0 0台 0
林野火災 0 0ａ 0
その他火災 0 0ａ 3
合計 0 9

■ 火災

■ 救急
種別 12月中救急出動件数 1月からの合計
急病 19 224
交通事故 4 22
一般負傷 8 96
その他 2 29
合計 33 371

17 ◆広報たてしな／24 年 2 月 
昨年6月号から今年1月号の火災データに誤りがありました。訂正しお詫び申し上げます。
■建物火災　誤7⇒正6　　合計　誤10⇒正9　　【佐久広域連合川西消防署】

佐
久
・
小
諸
地
域
に
お
け
る
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
を
巡
る
雇
用
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時
　
２
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

開
催
場
所小

諸
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

小
諸
市
古
城
１
‐
１
‐
５

電
話
　
０
２
６
７
（
22
）
８
０
０
０

対
　
　
象

平
成
24
年
３
月
新
規
学
校
（
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
・
高
校
等
）
卒
業
予
定
者
及
び
学

校
卒
業
後
お
お
む
ね
３
年
以
内
の
既
卒
者

※
当
日
は
、
佐
久
・
小
諸
地
区
の
多
く
の
企
業

の
人
事
担
当
と
直
接
面
接
が
で
き
ま
す
。

※
参
加
企
業
の
「
企
業
案
内
」、「
求
人
情
報
」

等
各
種
資
料
を
配
付
し
ま
す
。

※
友
人
等
誘
い
合
っ
て
お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

事
業
所
サ
ー
ビ
ス
部
門

佐
久
市
原
５
６
５
‐
１

電
話
　
０
２
６
７
（
62
）
８
６
０
９

長
野
西
高
校
と
松
本
筑
摩
高
校
で
は
、
４
月

か
ら
の
通
信
課
程
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

通
信
課
程
で
は
、
週
１
回
程
度
登
校
す
る
ほ

か
、
自
宅
で
学
習
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、

添
削
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
実
施
し
ま
す
。

入
学
志
望
資
格

・
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を
卒

業
し
た
方
又
は
今
年
の
３
月
に
中
学
校
を
卒

業
見
込
み
の
方

・
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
方

受
付
期
間

３
月
１
日
（
木
）
〜
３
月
30
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
高
校
教
育
課

電
話
　
０
２
６
（
２
３
５
）
７
４
３
０

佐
久・小
諸
地
区
就
職

面
接
会
の
開
催
に
つ
い
て

県
立
高
校
通
信
制
課
程

生
徒
募
集
に
つ
い
て



広報たてしな／24 年 2 月◆ 18

19日（日）小諸厚生総合病院 小諸市 0267-22-1070
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
中島医院 東御市北御牧 0268-67-2777

26日（日）由井医院 小諸市 0267-22-0327
須江医院 小諸市 0267-22-2060
国保浅科診療所 佐久市浅科 0267-58-2100

3月
4日（日）関医院 小諸市 0267-22-2205

東小諸クリニック 小諸市 0267-25-8104
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711
岩下医院 立科町 0267-56-3908

11日（日）小諸南城クリニック 小諸市 0267-26-5222
臼田医院 小諸市 0267-22-0483
栁澤医院 立科町 0267-56-1045

18日（日）武重医院 小諸市 0267-22-0171
田村医院 小諸市 0267-22-0048
御代田中央記念病院 御代田町 0267-32-4711

緊急当番医については、予告なく変更する場合がありますので、有線放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。
休日・夜間における医療機関等の情報提供　フリーダイヤル 0120-890-421

◆医科〈午前9時～午後5時〉
19日（日）清聖会林歯科診療所 御代田町 0267-32-3613

26日（日）ながい歯科医院 立科町 0267-56-1165

3月
4日（日）関歯科クリニック 小諸市 0267-25-3456

11日（日）山口歯科医院西小諸診療所 小諸市 0267-24-8148

18日（日）鈴木歯科医院 御代田町 0267-32-6480

◆歯科〈午前9時～正午〉

月町民カレンダー ２
月
の
納
期

介護保険料：普通徴収（第１１期）
後期高齢者医療保険料（第８期）

行事予定 保　　健
2月8日（水）三保育園　一日体験入園 赤ちゃん相談室：H23.11月生
11日（土）白樺高原キャンドルナイト
14日（火）三保育園　来入園児一日入園
15日（水） 献血（老人福祉センター 午後1時30分～3時30分）
17日（金）無料法律相談
19日（日）第27回綱引き大会

22日（水） 乳幼児健診：４・５ヶ月児（Ｈ23.9月～10月生）
：10・11ヶ月児（Ｈ23.3月～４月生）

23日（木） パパママ教室
24～26日 総合的な学習の時間発表展
26日（日）三校合同コンサート
3月1～7日 春の全国火災予防運動
3日（土）蓼科高等学校卒業式
4日（日）第38回芸能グループ発表会
8日（木）結婚相談会 赤ちゃん相談室：Ｈ23.12月生（母乳相談）
11日（日）第15回キッズスキー大会
16日（金）立科中学校卒業式
17日（土）立科小学校卒業式

2

休 日 緊　急 当 番 医

■ハートフルケアたてしな 電話 56-1955 有線 4501
■白樺高原総合観光センター 電話 55-6201
■中央公民館（事務室） 電話 56-2311 有線 4000
■たてしな人権センター 電話 56-0059 有線 5936
■こども未来館（児童館） 電話 56-0248 有線 8888

■老人福祉センター 電話 56-1825 有線 4091
■立科町体育センター 電話 56-3373 有線 3008
■たてしなの里「権現の湯」 電話 56-0606 有線 4126
■ふるさと交流館「芦田宿」 有線 4050
■立科町交流促進センター 電話 51-4151 有線 4200

【お問い合わせは】立科町役場　電話 56-2311　FAX 56-2310　有線2311
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青少年スキー教室開催

１月４日（水）～６日（金）の３日間、白樺高原国際スキ
ー場において、青少年スキー教室が開催されました。
町内の青少年の体力向上と町営施設を利用したウ

インタースポーツの体験
等を目的に、小・中学校生
延べ１４１名が参加し、各々
のレベルに分かれて技術
の向上を目指しました。

第57回 愛川町一周駅伝競走大会
事業所部門で５連覇達成

どんど焼きで１年の健康を願う

園児が「まゆ玉作り」に挑戦
１月１２日（木）、町内の保育園では、どんど焼き
で使用するまゆ玉作りを行いました。
五穀豊穣・商売繁盛の縁起物であるまゆ玉に、

元気に大きく育つよう願いを込めながら、一生懸
命作りました。
１３日のどんど焼きで、みんなで焼いて食べまし
た。

１月１３日（金）、町内の保育園で小正月に行わ
れる火祭り「どんど焼き」が行われました。
園庭に用意された門松等に火がつけられ、

園児が作ったまゆ玉を炙り、健康を祈願しなが
らみんなで食べました。
１年間、元気に飛び回る園児の姿が見られる
でしょう。

毎年恒例となっております愛川町一周駅伝競走
大会（７区間28.153ｋｍ）が１月８日（日）に行わ
れ、参加した立科町駅伝チーム団が１時間40分
58秒で総合４位、２部（事業所チーム部門）で優勝
しました。タイムも昨年に比べ２分近く縮める快
走で、５年連続２部優勝という輝かしい成績を収
めました。
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消防出初式
1月11日（水）、権現山運動公園屋内運動場におい

て、立科町消防出初式が厳かに挙行されました。
式では、無火災章や長年消防団活動に従事した団

員、功労者、退団者への表彰が行われ、その後消防団
員・川西消防署員総勢２４６名と、消防車両による分列
行進が行われました。
立科町消防団は、本年も住民の生命・身体・財産を

守ることを使命として活動します。

平成24年
立科町新春賀詞交歓会開催
1月 5日（木）、老人福祉センターにおいて、

新春賀詞交歓会が盛大に開催されました。
平成23年に活躍された方々を紹介する「時の

人」では、芋焼酎「烏龍白龍
うりゅうはくりゅう

」を芋の栽培から手
掛けた蟹原芋の会　代表の矢島保一さんとリンゴ
の無袋栽培や「たてしなりんご」のブランド確立
に尽力され、長野県園芸特産業関係功労賞を受賞
された小宮山隆男さんが紹介されました。
また、昨年実施された第２回立科の味「料理コ

ンテスト」最優秀賞作品の「そばコロンサンデ
ー」とともに、農業振興公社が商品化するジュー
ス等が試食として用意されました。

立科町ブランド　
ロゴ・キャラクター決定

認知症を学び・考える
1月12日（木）、立科町中央公民館大会議室におい

て、地域包括支援センターとすずらん学級共催による
認知症について学ぶ講演会が開催されました。
病人を抱える家族、地域

が、本人とどのように関わり、
どのように支えていくことが、
本人にとって最善なのかなど
考える機会となりました。

キャラクター

しいなちゃん

そばコロンサンデー

信州たてしな屋のりんご
ジュースと人参とりんご
のジュース

ロゴ

蟹原芋の会 代表 矢島保一さん
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